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たま・まちづくり研究会の概要と研究報告２（石田 光規・大槻 茂実・脇田 彩・井上 公人・林 浩一郎）
たま・まちづくり研究会の概要と研究報告２
石田 光規・大槻 茂実・脇田 彩・井上 公人・林 浩一郎
６　住民の生活圏と親密圏
　本節では、質問紙調査の問 4、5 を使って住民の生活圏および交通手段の
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（1）生活に身近な消費






























































































































費については、立地に加え、階層性に規定されている。図 6-4 ～ 6-6 はそれ
ぞれの地区別の利用先である。






























































































































































路線バスの利用頻度について、週の半分以上、週に 1 度くらい、月に 1 度く
らい、半年に 1 度ほど、それ以下・つかわない、の選択肢から特定している。






































































































































































































































図 6-13 はサポート人数が 0 人～ 2 人と答えた人の比率である。
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買い物など日常の用事、悩み事の相談の平均値はいずれも 1 を下回っており
















































族・親族を 5 ～ 8 人ていどもち、友人・知人を 6 ～ 10 人ていどもっている。

















































「近距離」は自宅から 30 分未満のところに住む人の数、「中距離」は 30 分以
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多い。したがって、愛宕における生活問題を共助により解決するためには、
一定以上の行政サポートが求められよう。
7   地域参加と世代間交流
　本節では、本調査で得られた数量データを使用して住民の地域参加と世代








関戸 32.3% 23.5% 30.9% 5.1% 6.0% 38.2% 8.8% 7.8%
乞田・貝取 30.2% 31.8% 32.4% 5.6% 8.9% 53.6% 12.3% 5.6%
桜ヶ丘 50.6% 27.8% 43.1% 8.2% 13.3% 56.5% 10.2% 7.5%
愛宕 61.3% 35.2% 33.7% 11.6% 14.1% 57.3% 8.0% 8.0%
鶴牧 60.5% 28.3% 44.4% 6.9% 12.4% 57.1% 5.2% 5.6%
全体 47.6% 29.1% 37.4% 7.5% 11.1% 52.6% 8.8% 6.9%
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の割合が異なるのである。以上のように、表 7-1 と図 7-1 から、同じ多摩市
でも地域参加の多寡が地区によって大きく異なることが示されたといえよ
う。換言すれば、少子高齢化をはじめとした人口転換を迎えた多摩市におい






































　図 7-1 にあるようにどの地区でも 60% ～ 70% 程度の割合で住民が世代間
交流を経験していることがわかる。換言すれば、どの地区でも地域での交友







































　表 7-2 は地区別に地域参加（参加なし =0、参加あり =1）と世代間交流経
験（世代間交流なし =0、世代間交流あり =1）の関連を示した表である。表










自治会・消防団青年クラブ・婦人会・老人会・ＰＴＡなど文化・趣味・スポーツなど 福祉グループ市民グループ・ＮＰＯ団体 祭り 政治家の後援会など社会福祉協議会有意な項目のみ各地域の平均
関戸 0.208 0.207 0.255 0.157 0.121 0.263 0.168 0.116 0.203
乞田・貝取 0.158 0.283 0.213 0.165 0.213 0.288 0.181 0.113 0.223
桜ヶ丘 0.193 0.176 0.235 0.165 0.079 0.215 0.021 0.022 0.197
愛宕 0.22 0.105 0.082 0.202 0.149 0.177 0.132 0.142 0.164
鶴牧 0.193 0.229 0.09 0.132 0.250 0.1 0.144 0.201





























































の地域をつなぐ感情的な絆や結びつき」（Hidalgo & Hernández 2001）のこ
とである。この調査では、問 10 において、①「お住まいの地区周辺」、②「多
39
























































































































































































































































































お住まいの地区周辺 多摩市 南多摩地域 東京都
41




















































































































































































































































































桜ヶ丘 愛宕 鶴牧 全体 関⼾ 乞⽥・
⾙取
桜ヶ丘 愛宕 鶴牧 全体
お住まいの地区周辺 多摩市















































































































































⼾建て 分譲マンション 都営住宅 ⼾建て・分譲・都営以外
χ2＝73.742(df=12) 































































































































































































































桜ヶ丘 愛宕 鶴牧 全体 関⼾ 乞⽥・
⾙取
桜ヶ丘 愛宕 鶴牧 全体
お住まいの地区周辺 多摩市

























関戸 乞田・貝取 桜ヶ丘 愛宕 鶴牧 全体
 （N=218）  （N=178）  （N=256）  （N=197）  （N=228）  （N=1076）
% 86.7 86.5 86.3 88.8 91.2 87.9
　表 8-2 は定住意識を持つ理由（複数回答可）の選択率を居住地区別に示し
47


















関戸 23.3% 9.0% 41.8% 5.8% 74.6% 13.2% 32.8% 40.2% 54.0% 18.5% 13.2%
乞田・貝取 27.9% 16.2% 34.4% 6.5% 51.3% 14.9% 36.4% 42.2% 61.4% 19.0% 22.7%
桜ヶ丘 12.7% 10.9% 48.9% 7.2% 39.8% 23.1% 27.6% 40.3% 62.4% 12.2% 12.2%
愛宕 17.1% 24.6% 32.0% 4.6% 46.9% 15.4% 30.3% 20.0% 71.8% 31.4% 19.4%
鶴牧 17.8% 21.6% 59.6% 17.3% 60.1% 27.4% 38.0% 35.6% 66.3% 16.8% 15.4%
全体 19.2% 16.3% 44.4% 8.6% 54.4% 19.3% 32.8% 35.8% 63.2% 19.1% 16.2%
有意水準 ** *** *** *** *** *** n.s. *** ** *** *
Cramer's V .132 .164 .203 .169 .246 .141 ― .163 .120 .162 .103
* p<.05, ** p<.01, *** p<.001


















































































































































































桜ヶ丘 愛宕 鶴牧 全体
図 8-6　居住地域への愛着と定住意識の関連（地区別）



































































































Aに近い どちらかといえばAに近い どちらかといえばBに近い Bに近い
図 9-1　ニュータウン開発は、市に大きな利益をもたらした







































































う「 過 去 」 へ の
評 価 で あ る。 そ
こ で は、 ニ ュ ー
タウン内外でば
らつきがあった















































そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない
図 9-3　ニュータウンのある多摩市は今後も活性化してゆく
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は、桜が丘である。他に比べて、住民の階層が高い桜が丘は「自己責任」を
好む傾向がある。
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ⅵ α=1% 水準で「自治会・消防団」、「文化・趣味・スポーツなど」、「地域のお祭り・
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  ５．わからないことがございましたら、なんでもお問いあわせください。  
 〔お問いあわせ先〕 調査事務局 大妻女子大学人間関係学部 石田光規（いしだ・みつのり）研究室 〒２０６－８５４０ 東京都多摩市唐木田２－７－１ 電話 ０４２－３７２－９１６７（直通） ファクス ０４２－３７２－９２０９ 電子メール：isihida@otsuma.ac.jp  





 問１ あなたはふだん近所の人とどの程度のつきあいをしていますか。ひとつ○をつけて下さい。  1 つきあいはない           2 あいさつする程度の人がいる 3 立ち話をする程度の人がいる     4 お互いに訪問しあう人がいる   問２ ご近所（徒歩、自転車で行ける範囲）でＡからＤのようなおつきあいをする方は、何人くらいでしょうか。数字でお答えください。同居家族は含みません。 
 (A) 病気のときの身のまわりの世話を頼む  (B) 買い物などの日常の用事を頼む     人      人  (C) 個人的な悩みごとの相談をする  (D) 気晴らしにおしゃべりをする、出かける     人      人   問３ あなたが、日ごろ親しくし、頼りにしている家族・親族、友人・知人は、何人くらいでしょうか。その方のお住まいまでふだん使っている交通手段でかかる時間別に、数字で、同居家族も含めてお答えください。いない場合は空欄でかまいません。 
 (A) 家族・親族 同居・敷地内 30分未満 30分～1時間未満 1時間～2時間未満 2時間以上 
  人   人 人 人  人
 (B) 友人・知人 同居・敷地内 30分未満 30分～1時間未満 1時間～2時間未満 2時間以上 
  人   人 人 人  人
 
 問４ あなたは、つぎの移動手段を、どのぐらいつかいますか。それぞれ、あてはまる番号に、ひとつずつ○をおつけください。 
 
 週の半分以上 週に１度くらい 月に１度くらい 半年に １度ほど それ以下・ つかわない 
(Ａ) 自家用車・バイク 1 2 3 4 5 
(Ｂ) 電車 1 2 3 4 5 
(Ｃ) 路線バス 1 2 3 4 5 
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 1 徒歩・自転車圏内                      5 他の東京都内 2 それ以外の多摩市内                     6 神奈川県 3 隣接市（八王子、日野、町田、稲城、府中、川崎市多摩区）内  7 移動販売・通信販売4 東京２３区内                         8 その他 
 （Ａ）日用雑貨･食料品の購入   （Ｂ）電化製品・家具の購入  （Ｃ）病院・診療所の利用  
 









(Ａ) 自治会（町内会）・消防団 1 2 3 
(Ｂ) 青年クラブ・婦人会・老人会・ＰＴＡ・子ども会 1 2 3 
(Ｃ) 産業団体（商工会・観光協会・農協など） 1 2 3 
(Ｄ) 文化・趣味・スポーツなどの団体・サークル 1 2 3 
(Ｅ) 福祉のグループ活動（食事会など） 1 2 3 
(Ｆ) 地域活性化の市民グループ・ＮＰＯ団体 1 2 3 
(Ｇ) 地域のお祭り・盆踊り 1 2 3 
(Ｈ) 政治家の後援会・政党 1 2 3 
(Ｉ) 社会福祉協議会 1 2 3 
  問７ あなたには、つぎのお知りあい（話をすることがあるくらい、よく知っている人）がいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 
 
1 自治会・町内会の役員 4 市議会の議員 7 国会議員 
2 民生委員 5 ＮＰＯ・市民団体の役員 8 社会福祉協議会の職員 
3 市の課長以上の役職者 6 都議会の議員 
 




問８ くらしのなかで、不安におもっていることがありますか。あてはまるものすべてに○をつけてください（いくつでも）。また、そのなかで一番不安だと思う番号も記してください。  1 身のまわりの世話をしてくれる人の確保  2 安定した仕事・収入の確保 
3 地区の将来               4 交通手段の確保 
5 家のあとつぎ              6 救急時の医療体制 
7 祖父母や両親の介護           8 子や孫の教育 
9 自然環境の破壊            10 その他（            ） 






(Ａ) ニュータウン開発は、市に大きな利益をもたらした 1 2 3 4 
(Ｂ) ニュータウン開発は、全体としてみた場合、地元にとってよかった 1 2 3 4 (Ｃ) ニュータウンのある多摩市は今後も活性化してゆく 1 2 3 4 一般社会 
(Ｄ) 一般的に人は信頼できる 1 2 3 4 
(Ｅ) 人を助ければ、いずれその人から助けてもらえる 1 2 3 4 
(Ｆ) 努力をすれば報われる世の中だ 1 2 3 4 
  問10 あなたはつぎの地域に、どれだけ愛着を感じていますか。それぞれ、あてはまる番号に、ひとつずつ○をおつけください。   感じる やや 感じる あまり 感じない 感じない
(Ａ) お住まいの地区周辺 1 2 3 4 
(Ｂ) 多摩市 1 2 3 4 
(Ｃ) 南多摩地域(八王子･日野･町田･多摩･稲城市) 1 2 3 4 
(Ｄ) 東京都 1 2 3 4  
一番の不安は   番
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5 
問 11 あなたはこれからも、いま住んでいるところに住み続ける予定ですか。 











     2 住み続ける予定はない 
 なぜそう思いましたか。 あてはまる番号 すべてに○をつけてください
 引っ越す場所はどこですか。 あてはまる番号にひとつだけ○をつけてください 












 1 徒歩・自転車圏内 
2 多摩市内 
3 近隣市内 





  問 12 あなたは近所に住んでいる人とどのようにおつきあいしたいですか。ひとつ○をつけて下さい。  1 相談のできる親密なつきあいをしたい  2 気軽に頼みごとのできるつきあいをしたい 
3 あいさつていどのつきあいでよい    4 あまりおつきあいはしたくない    










(Ａ) 今の生活に満足している 1 2 3 4 
(Ｂ) まわりの人にめぐまれている 1 2 3 4 
(Ｃ) 人生をむなしいものだと感じる 1 2 3 4 
(Ｄ) 時々ふとさびしくなる 1 2 3 4 
(Ｅ) 人とかかわるのはおっくうだ 1 2 3 4 






(Ａ) 10 代未満の人との交流 1 2 3 4 
(Ｂ) 20 代～30 代との交流 1 2 3 4 
(Ｃ) 40 代～50 代との交流 1 2 3 4 
(Ｄ) 60 代以上との交流 1 2 3 4  行政や政治について、おうかがいします  問15 多摩市が提供するサービス活動・機関についておたずねします （Ａ）以下のサービス活動・機関について知っているものすべてに○をつけてください。 
1 学童クラブ 
2 市民相談 3 地域包括支援センター 4 市民活動情報センター 5 健康・栄養相談 6 消費生活センター 
 （Ｂ）以下のサービス活動・機関について利用したことのあるものすべてに○をつけてください。 
1 学童クラブ 
2 市民相談 3 地域包括支援センター 4 市民活動情報センター 5 健康・栄養相談 6 消費生活センター 
69














① 地域の問題は、住民がじぶんたちの力で解決すべきだ 1 2 3 4 地域の問題は、行政が責任をもって解決すべきだ 
② 国は地方のことを考え、金や仕事を地方に回すべきだ 1 2 3 4 地方は国に頼らず、自分たちで地域づくりを進めるべきだ 
③ 生活に困っている人たちに手厚く福祉を提供する社会をめざすべきだ 1 2 3 4 
自分のことは自分で面倒をみるように、個人が責任をもつ社会をめざすべきだ 
④ 所得をもっと平等にすべきだ 1 2 3 4 個人の努力を促すため所得格差をもっとつけるべきだ 
⑤ 競争は、社会の活力や勤勉のもとになる 1 2 3 4 競争は、格差を拡大させるなど、問題のほうが多い 
⑥ 経済成長率がある程度低下しても、環境保護が優先されるべきだ 1 2 3 4 
環境がある程度悪化しても、経済成長が優先されるべきだ 
⑦ 物事を決める際、リーダーシップによるすばやい決定が重要だ 1 2 3 4 
物事を決める際、時間をかけてみんなで話しあい、納得した結論を導くことが重要だ 
⑧ 地方自治体の首長を選ぶなら、たとえ素人でも市民の代表がよい 1 2 3 4 
地方自治体の首長を選ぶなら、市民の代表ではないが行政のプロがよい 
 
 問 17 あなたはふだん何党を支持していますか。あてはまる番号にひとつ○をおつけください。 
 








問 18 あなたは、つぎの機関の活動について、どれだけ関心がありますか。また満足していますか。それぞれひとつずつ○をおつけください。 










(Ａ) 自治会・町内会 1 2 3 1 2 3 
(Ｂ) 社会福祉協議会 1 2 3 1 2 3 
(Ｃ) コミュニティセンター 1 2 3 1 2 3 
(Ｄ) 多摩市役所 1 2 3 1 2 3 
(Ｅ) 東京都庁 1 2 3 1 2 3 
  さいごに、あなたご自身について、おうかがいします   問 19 あなたの性別に○をつけてください。また、年齢を数字でご記入ください。  
1 男性 2 女性  満   歳 
  問 20 いま結婚していますか。あてはまる番号にひとつだけ○をおつけください。 
 
1 未婚 2 既婚（事実婚も含む） 3 結婚したが死別 4 結婚したが離別 
 
 問 21 あなたがさいごに卒業した学校（在学中を含む）はどちらですか。あてはまる番号にひとつ○をおつけください。（旧制の場合は「その他」に具体的にお書きください）  
1 中学校 2 高校 3 短大・高専、専門学校 4 大学 5 大学院 
6 その他（具体的にお書きください                   ） 
    
71
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9 
問 22  あなたのご健康についておうかがいします。  （Ａ）昨年 1年間でどのくらい通院しましたか。あてはまる番号に、ひとつだけ○をおつけください。ただし歯科の通院は除きます。  
1 週に 1 回以上 2 月 1 回くらい 3 半年に 1･2 回 4 年に 1 回 5 通院していない 
 （Ｂ）この 1 ヶ月間、つぎのような症状がみられたことはありますか。あてはまる番号にひとつずつ○をおつけください。   しばしばある ときどきある あまり ない めったにない 
(Ａ) からだがだるくて動きにくい 1 2 3 4 
(Ｂ) 一日中あたまがぼんやりする 1 2 3 4 
(Ｃ) いらいらした気分がつづく 1 2 3 4 
  問 23 あなたは、これまでに家族を介護した経験がありますか。あてはまる番号に、ひとつだけ○をおつけください。  
1 現在おこなっている 2 過去にしたことがある 3 したことがない 
  問 24 あなたは、どちらでお生まれになりましたか。あてはまる番号にひとつ○をおつけください。また、多摩市内にお住まいの年数についても、数字でおしえてください。 
 1 今と同じ                          5 他の東京都内 2 それ以外の多摩市内                     6 神奈川県 3 隣接市（八王子、日野、町田、稲城、府中、川崎市多摩区）内  7 千葉・埼玉県 4 東京２３区内                         8 その他  
多摩市に住んで通算   年 
 問 25 あなたは、親の世代も含め、いつから多摩市内に住居をかまえていますか。あてはまる番号にひとつだけ○をおつけください。（分家された場合は、その時点をお答えください）  
1 明治時代よりも前   2 明治時代     3 大正時代から戦前  4 昭和 20年代 5 昭和 30年代      6 昭和 40年代   7 昭和 50年代     8 平成以降 













 （Ｂ）おおよその面積を数字でお答えください。   平方メートル 
 
 問 27 つぎのなかから、同居しているご家族をすべて選んで、番号に○をつけてください。  
1  あなたご自身 
2  配偶者（夫・妻） 
3  未婚の子 
4  結婚している子 
5  子どもの配偶者 
6  孫 
7  あなたの親 
8  配偶者の親 
9  祖父母 
10  あなたまたは配偶者の 
兄弟姉妹 
11  その他（      ）  問 28 お子さんはいますか。いる場合は、お子さんの性別、年齢、お仕事、お住まいを、それぞれ数字でご記入ください。   1 いる （  ）人    2 いない →問 29 へ 
   お子さんの 性別  （数字に○） 
  お子さんの 年齢  （数字で） 
お子さんの お住まい(数字で) 
1 同居・敷地内 2 多摩市内 3 隣接市内 4 23区内 
5 他の東京都内 6 神奈川県 7 千葉・埼玉県 8 その他 
1 男 2 女 ４ ５ 歳 ４ 
1 男 2 女   歳  
1 男 2 女   歳  
1 男 2 女   歳  
1 男 2 女   歳  
1 男 2 女   歳  
例 
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11 
問 29 あなたと配偶者のお仕事について、下の表にそれぞれ数字でおこたえください。  （Ａ）現在働いていますか 



















2 ５～２９人 3 ３０～９９人 4 １００～９９９人 5 １０００人以上 6 官公庁 
 （Ｅ）お仕事先の場所は（2「定年で引退」した方は当時のおもなお仕事をお答えください） 1 多摩市                          5 神奈川県 2 隣接市（八王子、日野、町田、稲城、府中、川崎市多摩区）内 6 千葉・埼玉県 3 東京２３区内                       7 その他 4 他の東京都内                             
【記入表】 
 記入例 あなた 配偶者 
（Ａ）仕事の有無 ２   
（Ｂ）おもな仕事 ３   
（Ｃ）仕事の種類 １   
（Ｄ）仕事先規模 ４   
（Ｅ）仕事の場所 ３   
「いない」ならば問 30 へ 
１「働いていない」ならば配偶者欄へ
１「働いていない」ならば問30 へ 













(Ａ) たま広報（多摩市発行の広報誌） 1 2 3 4 
(Ｂ) 広報 東京都（東京都の広報誌） 1 2 3 4 
(Ｃ) 新聞の社会面・政治面 1 2 3 4   問 31 あなたは以下の機器を利用されていますか。利用されているものすべてに○をおつけください。  
1 パソコンのインターネット 2 スマートフォン 3 携帯電話 
  問 32 昨年 1年間（2012年 1～12月）の収入は、税・社会保険料込みでつぎの中のどれに近いですか（臨時収入・年金収入を含む）。あなたご自身の収入と、あなたを含む同居されているご家族全体の収入について、あてはまる番号に、ひとつだけ○をおつけください。 
 
あなたご自身  ご家族全体  
 
 
 
1 なし 
2 ２００万円未満 
3 ２００万円以上４００万円未満 
4 ４００万円以上６００万円未満 
5 ６００万円以上８００万円未満 
6 ８００万円以上１０００万円未満 
7 １０００万円以上１５００万円未満 
8 １５００万円以上 
  
 
長時間にわたってご協力いただきまして、まことにありがとうございました。 
同封の封筒に入れて、９月２０日（金）までにご投函ください。(切手不要) 
番号を記入 番号を記入 
